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　駅前のパトリアは昨年、核となるテナントが撤退したこと

により、空きテナントとなっていた３階部分に、平成30年１

月から市役所の健康福祉部が入居しました。フロアーに

は、健康推進課、子育て支援課、福祉課、保険課、社会福

祉協議会が入っています。それに伴い、ミナ．クル２階部分に

は市民課がそのまま残り、税務課と上下水道料金お客様セ

ンターが入ることになり、市民生活に直結する市役所窓口

関係の部署が駅前に集結しました。市民にとって、より充実

したサービス提供を受けることができるよう期待します。

≪雪が降り積もった七尾駅前の様子≫
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2議会だより

12 月
定例会
の概要

【議案第7８号】

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第７号）

●産地パワーアップ事業費……… 1億8,374万9千円
　※中島ライスセンター増強等にかかる助成費

　　実施主体：七尾市農業活性化協議会

　　取組主体：能登わかば農業協同組合

●県営湯元和倉温泉駅線整備事業務費 … 2,238万8千円
※電線類地中化・道路改良工事の進捗を図るもの

　・電線類地中化

　・道路改良

　・舗装工事

　・植栽工事

●私立保育所保育費…………………… 7,675万8千円
※国が定める教育・保育の公定価格の単価改定に伴う増額

　　⇒　技能・経験に応じた保育士などの処遇改善

　　　　　・処遇改善Ⅰ　…　すべての職員に対し２％増

　　　　　・処遇改善Ⅱ　…　副主任保育士の創設

職務分野別のリーダーの創設

●小学校再編整備事業費……………… 2,007万8千円
※徳田小学校・高階小学校の統合移転等に係る経費

　・朝日小学校落成式　・学校備品　・引越業務委託

　　など

【議案第９０号】

●七尾市コミュニティセンター条例の一部改正
　改正内容

　　・新たに御祓、西湊地区にコミュニティセンターを設置

　・中島、田鶴浜地区に分館を設置

　・センター使用について、住民同様に一般の方の使用が

　可能

【議案第９１号】

●七尾市公民館条例及び七尾市公民館利用条例を廃止
　廃止理由：公民館機能がコミュニティセンターへ移行する

　　　　　　ため

その他主な議案その他主な議案

新しく企業進出した植物工場に対し、企業立地助成金！新しく企業進出した植物工場に対し、企業立地助成金！
[議案第７８号][議案第７８号]

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第７号）平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第７号）

●●企業立地等助成事業企業立地等助成事業費費……11億億7,4767,476万万33千円千円
※ ㈱バイテックファーム七尾新設に伴う企業立地助成金※ ㈱バイテックファーム七尾新設に伴う企業立地助成金

　七尾市議会第４回定例会は、１２月４日（月）から１２月１９日（火）までの会期で行われました。今　七尾市議会第４回定例会は、１２月４日（月）から１２月１９日（火）までの会期で行われました。今

定例会において、一般質問として１０名の議員が市政一般について質問を行いました。定例会において、一般質問として１０名の議員が市政一般について質問を行いました。

　議案等については、平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第７号）など議案２３件が市長よ　議案等については、平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第７号）など議案２３件が市長よ

り提出され、審査の結果、全ての議案は可決されました（報告３件は議決不要）。また、意見書提出り提出され、審査の結果、全ての議案は可決されました（報告３件は議決不要）。また、意見書提出

による議会議案１件ついても可決されました。なお、請願3件については、2件が不採択、1件が継による議会議案１件ついても可決されました。なお、請願3件については、2件が不採択、1件が継

続審査となりました。続審査となりました。

　なお、最終日には追加議案12件、同意案4件も提出され、いずれも可決・同意されました。　なお、最終日には追加議案12件、同意案4件も提出され、いずれも可決・同意されました。

市内に新設された企業・㈱バイテックファーム七尾市内に新設された企業・㈱バイテックファーム七尾

平成 30 年 4 月開校の朝日小学校（旧朝日中学校）

整備された和倉温泉内の道路



3 議会だより3 議会だより

総務企画常任委員会に付託を受けた議案および予算常総務企画常任委員会に付託を受けた議案および予算常

任委員会総務企画分科会に分担された議案について審任委員会総務企画分科会に分担された議案について審

査した結果、主に下記内容が議論されました。査した結果、主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／高橋正浩

◆副委員長／森　憲一

◆委　　員／礒貝和典、杉木　勉、中西庸介

　　　　　　杉本忠一

【議案第78号】

平成29年度七尾市一般会計補正予算（第７号）

◆ごみ焼却施設建設について

問ごみ焼却施設建設に伴う地元振興に係る補助金として、三引町会で
コミュニティセンターが建設となっているが、市内には集会所とコミ
ュニティセンターとなっているものがある。現在、コミュニティセンタ
ー化を進めてきたことで、コミュニティセンターという名称が２種類
になってしまうが、名称的に何か対応する動きはあるのか。

答町会からは、事業計画としてコミュニティセンターという名称で事業
があがってきており、そのまま尊重するが、町会とも相談して、なるべ
く町会の意見を尊重したい。なお、市内にはコミュニティセンターと
ついた建物がいくつもあり、混同するようなことになれば、検討して
いく。

　 　

【議案第79号】

平成29年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第１号）

◆加入状況について

問現在の加入状況はどのようになっているのか。

答全体的には、ここ近年37％から38％ぐらいで推移ししている。地区
別の加入状況は、七尾地区24．3％、田鶴浜地区70．4％、中島地区
79．2％、能登島地区104．7％となっている。

問難しいところはあるが、改めて、加入促進をしてみてはどうか。

答どのような加入促進が出来るのか、検討していきたい。現在は、番組
内容の編集方法であったり、リアルタイム放送は出来ないが、撮影か
ら少しでも早い放
送に努めたりして
いる。

中島地区コミュニティセンター

総務企画 分科会（予算常任委員会）
常任委員会

主な審議内容

委員会付託

・議案８件

・報告２件（議決不要）

分科会分担

・議案２件

【議案第88号】

問この改正内容は、実質的に平成31年10月1日からだということだ
が、結果としてどのような変更で、増額または減額になるのか。

答今回の改正は、消費税率が2％増えることに伴う改正である。法人
市民税については、税率が下がるので減額になると思われる。軽自
動車税については、名称が軽自動車税種別割と変更になった後に
ついても、今まで通り金額の変更はないので影響はないと思われる
が、自動車取得税が廃止になり、その代わりに、新たに軽自動車税環
境性能割が新設され、その部分が若干増えることになる。

　 　

【議案第90号】

問今回の改正で、地域の実情に応じて分館を設置することができる
ことになり、中島地区と田鶴浜地区に分館を設置するとなっている
が、中島地区は現公民館の６館すべてがコミュニティセンターの分館
になるのか。

答中島は６館すべてが分館となる。なお、田鶴浜地区は、田鶴浜が本館
で、相馬と金ヶ崎は分館となる。

問今まで公民館がしていた活動などは、組織の形や名称は変わって
も、今まで通りの活動を続けていくことには変わりはないとの認識
で間違いないか。

答今活動している公民館活動は、各地域づくり協議会のなかで生涯学
習部会を設置していただくようお願いしている。中島地区において
は、生涯学習部会の活動の核として現在の６つの公民館が生涯学習
部会の構成員となり、地域づくり協議会の生涯学習部会に移行して
いくことになる。

七尾市コミュニティセンター条例の一部改正

七尾市税条例等の一部改正

ケーブルテレビの撮影の様子
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教育民生常任委員会に付託を受けた議案および予算常教育民生常任委員会に付託を受けた議案および予算常

任委員会教育民生分科会に分担された議案について審任委員会教育民生分科会に分担された議案について審

査した結果、主に下記内容が議論されました。査した結果、主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／伊藤厚子

◆副委員長／西川英伸

◆委　　員／山崎智之、山添和良、荒川一義

　　　　　　桂　撤男

教育民生 分科会（予算常任委員会）
常任委員会

現在の親子ふれあいランド（ミナ．クル３階）

委員会付託

・議案７件

分科会分担

・議案５件

【議案第78号】

平成29年度七尾市一般会計補正予算（第7号）

◆臨時福祉給付金について

問臨時福祉給付金だが、これは自己申告がないと支給できないもので

あるが、実績が約半分と少ないのはなぜなのか。

答平成28年度末で一度申請が終わり、それ以降まだ申請していない

分は平成29年４月１日から５月23日の期間に平成29年度分とし

て申請していただくために、残りの1,304人分の予算計上をしてい

た。給付金の申請をされる方は早めに申請を済ませているが、申請

が遅くなればなるほど申請率は悪くなってしまう。そういうこともあ

り、申請が538人という実績になった。全体では、91．2％と、それな

りの申請率である。

問そうすると残りまだ半分くらいいるのは、次年度の申請で実施する

ということか。

答給付金については申請主義なので、４ヶ月の申請をもって終了して

おり、持ち越しするという性格のものではない。

　 　

【議案第９１号】

問公民館条例が廃止され、公民館からコミュニティセンターへ機能が

移行になっても、これまでの活動は変わらないと聞いたのだが、何

か変わるものはあるのか。

答公民館とコミュニティセンターという二枚看板であったものをコミュ

ニティセンターに一本化するのだが、公民館の講座や研修などとい

ったものはコミュニティセンターにしっかりと溶け込ませてある一方

で、少子高齢化によるコミュニティの存続などの地域課題もコミュニ

ティセンターでは扱っていくことになることが今後の大きな変更点

である。公民館がなくなったからといって、従来の公民館活動がなく

なるのではなく、コミュニティセンターの中で従来の活動もしっかり

と行う。市としても支援するという考え方に変わりはない。

主な審議内容

【議案第94号】

問七尾サンライフプラザに場所が変わり、毎週月曜日が新たに休みに

なるということで、利用される住民の方々に対する周知徹底はどの

ように考えているのか。また、親子ふれあいランドが駅前から遠の

くことになるが、場所もそうだが運営時間日時についての、情報提

供もしっかりしてほしい。

答４月から七尾サンライフプラザで運営を開始するということで、それ

までにはお知らせしていきたい。親子ふれあいランドでは、一時預り

を行っているが、利用者の方々に不便が生じないような形で周知し

ていく。

問親子ふれあいランドは、ファミリーサポートセンターも兼ねている

が、休みが日曜日から月曜日に変わるということで、月曜日に利用

していた方に対しての代替は考えているのか。

答施設的には、今後は月曜日が休みになるのだが、事業としてのファミ

リーサポートなどについては、これから運営方法について委託先と

相談し、不便のないように調整していく。

問親子ふれあいランドは、どうしても子どもを預けて出かけなければ

ならなくなった方も安心して利用できる場所であった。月曜日が休

みになるということで、その代替えの対応を考えていただければ、利

用者も安心できるのではないか。

答利用者の事情にもよるかと思うが、この休館日について特別な事情

がある場合には、変更ということもある。館自体は閉めていてもファ

ミリーサポートの事業としては運営することができるということもあ

る。その辺は利用者に不便がないような形で進めていきたい。

問七尾サンライフプラザの場所はほとんどの方が分かると思うが、こ

れまでは駅前の施設であったこともあり、電車やバスなど、自家用車

以外でも来ていた人がいる。そういう方たちのためにも不便がない

ように、七尾サンライフプラザへ行くバス停などの周知もお願いす

る。

七尾市公民館条例及び七尾市公民館利用条例を廃止する条例

七尾市親子ふれあいランド条例の一部改正



5 議会だより

産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算常産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算常

任委員会産業建設分科会に分担された議案について審任委員会産業建設分科会に分担された議案について審

査した結果、主に下記内容が議論されました。査した結果、主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／木下敬夫

◆副委員長／徳田正則

◆委　　員／佐藤喜典、垣内武司、永崎　陽

　　　　　　今田勇雄

産業建設 分科会（予算常任委員会）
常任委員会

今年度、新しく企業進出した
㈱バイテックファーム七尾（大津町地内）

主な審議内容

【議案第７８号】

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第７号）

◆企業立地等助成事業について

問企業立地等助成事業について、バイテックファーム七尾の雇用につ
いて11名の雇用で550万円の補助金をするが、今後、雇用は増えて
いくのかどうか。また、地元七尾市内の雇用なのか。

答現在、正規社員、非正規社員含め35名いる。今後、40人規模になる
と予測している。補助対象の11名は、七尾市民です。

問企業誘致対策事業費に、測量費137万円を計上しているが、将来的
には、企業誘致の対象であることが前提での測量ということで理解
してよいか。

答戦略プランの中で企業誘致において、公共施設跡地を活用していき
たいと述べており、来るべき企業誘致に備えての準備をするもので
ある。企業誘致対策である。

問対象施設は、旧学校施設であるが、教育委員会との協議はしている
のか。

答事前にある程度の企業用地に対応していきたいという話はしてい
る。

問こういう事業をするときにヒアリングなどしっかり整えてからしない
と批判が出る。

答基本的には、地元をしっかりと整備していくのだが、今回、特にこの
スペースを教育的に現在使っていることもあるので、あくまでもそ
こを第一におきながら、今後慎重に対応していきたい。

【議案第97号】

問この条例は、簡易水道のすべての名称が上水道に変わるということ
か。

答はい、そうです。簡易水道
と言われているものが、
すべて上水道という名称
に切り替わって、簡易水道
事業特別会計が水道事業
会計に統合されることに
なる。

　 　

【報告第33号】

問寄合処御祓館の実際の営業収入について、伸びる要素はあるの
か。

答２階は、スペースが決まっている中で、会議室利用を踏まえ、いろい
ろと企業側から要請があるような仕組みを考えていきたい。なお、
寄合処御祓館の管理運営のほかに、6月から既存企業の経営支援
等を行うローカルベンチ
ャー推進事業を受託し、
地域活性化に取り組むほ
か、空き店舗調査管理事
業を受託し経営の安定
化を図る。

法人の経営状況（七尾街づくりセンター株式会社）

七尾市簡易水道事業条例及び七尾市簡易水道事業分担金
徴収条例を廃止する条例

委員会付託

・議案６件

・報告１件（議決不要）

分科会分担

・議案３件

御祓川大通り沿いにある寄合処御祓館

家庭の水道
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質
問
項
目
】

■
企
業
誘
致
対
応　
　

■
博
物
館
活
用
等

■
農
業
遺
産
活
用　
　

■
外
環
状
線

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
柔
軟
で
多
様
な
働
き
方
改
革

■
七
尾
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
の
あ
り
方

 

一
般
質
問

西川 英伸 議員
（新政会）

先進事例であるシェア金沢（金沢市）先進事例であるシェア金沢（金沢市）

七尾市役所七尾市役所

議員の 市の

■
多
世
代
が
共
創
で
き
る
「
生
涯
現
役
の
ま
ち
」
構
想

七
尾
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
考
え
は
あ
る
か
？

　
　
　
　
　

七
尾
市
は
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
率
が
高
く
な
り
、
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
現
状
が
招
く
地
域

力
の
低
下
は
、
市
の
財
政
難
、
社
会
保
障
費
の
増
大
、
介
護
負
担
の

増
大
な
ど
に
繋
が
る
。
こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
日
本

版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
（
仕
事
を
リ
タ
イ
ヤ
し
た
人
が
元
気
な
う
ち
に
地

方
に
移
住
し
て
活
動
的
に
暮
ら
し
、
介
護
や
医
療
が
必
要
に
な
っ
て

も
同
所
で
継
続
的
に
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
拠
点
施
設
）
を
七
尾
独
自

版
で
行
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

七
尾
市
で
は
、
平
成
25
年
に
ハ
ッ
ピ
ー
リ
タ
イ
ヤ
メ
ン

ト
構
想
と
い
う
も
の
を
打
ち
出
し
お
り
、
提
案
さ
れ
た
七
尾
版
Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
は
、
私
ど
も
が
進
め
て
い
る
こ
の
範
疇
に
し
っ
か
り
と
含
ま
れ

て
お
り
、
実
績
も
上
が
り
、
現
在
進
行
形
で
あ
る
も
の
と
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
、
首
都
圏
の
高
齢
者
問
題
へ

の
対
応
が
根
底
に
あ
り
、
高
齢
者
を
元
気
な
う
ち
に
地
方
に
送
り
出

し
、
保
育
園
が
な
い
、
保
育
士
が
い
な
い
と
い
っ
た
待
機
児
童
問
題

の
よ
う
な
轍
を
踏
ま
ぬ
よ
う
に
と
の
思
い
で
、
国
の
政
策
誘
導
、
狙

い
が
そ
こ
に
あ
る
。
市
の
第
２
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、
七
尾
市
で

ひ
と
花
も
ふ
た
花
も
咲
か
せ
た
い
、
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
い
う
元
気

な
人
材
を
世
代
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
方
々
を
対
象
と
し
た
移

住
定
住
対
策
を
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。
七
尾
市
活
性
の
戦
力
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

■
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
を
！

　
　
　
　
　

県
内
で
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
を
実
施
し
て
い

な
い
の
は
、
七
尾
市
と
志
賀
町
だ
け
。
若
い
子
育
て
世
代
が
他
の
自

治
体
へ
移
住
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
早
急

に
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
を
実
施
す
べ
き
と
思

う
が
、
そ
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
に
拡
大

す
る
こ
と
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
月
額
の
自
己
負

担
１
，
０
０
０
円
を
な
く
し
全
額
助
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
財
源

探
し
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
窓
口
無
料
化
に
つ
い
て
は
、

実
施
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
お
い
て
過
剰
受
診
な
ど
も
一
因

だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
お
り
、
医
療
費
の
増
大
に
よ
る

新
た
な
財
源
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
際

に
自
己
負
担
を
一
旦
納
め
て
も
ら
い
、
そ
の
こ
と
で
子
ど
も
の
健
康

に
つ
い
て
改
め
て
気
を
配
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
窓

口
で
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
時
期
尚
早
と
考
え
て
い
る
。
月
額
１
，

０
０
０
円
の
助
成
と
年
齢
の
拡
大
を
合
わ
せ
て
、
約
３
，
０
０
０
万

円
程
度
の
財
源
が
必
要
に
な
る
と
い
う
試
算
も
し
て
い
る
。
こ
の
財

源
は
、
一
つ
に
は
事
務
事
業
の
見
直
し
も
含
め
て
、
し
っ
か
り
と
そ

の
財
源
探
し
を
し
て
い
き
た
い
。

■
公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
有
効
な
活
用
を
！

　
　
　
　
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て
、
①
現
在
使
わ

れ
て
い
な
い
公
共
施
設
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
②
使
わ

な
い
施
設
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
を
す
べ
て
情
報
公
開
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
③
各
公
共
施
設
の
運
営
コ
ス
ト
は
ど
の
よ
う
に
掌
握
し
て

い
る
の
か
。
④
ハ
コ
モ
ノ
に
つ
い
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
お
金
の
損

得
だ
け
で
考
え
て
い
い
の
か
。
⑤
今
後
、
修
繕
に
必
要
な
経
費
や
撤

去
な
ど
の
費
用
は
、
交
付
税
頼
り
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
う
い
っ
た

財
源
確
保
の
見
通
し
は
難
し
い
と
思
う
が
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

①
利
活
用
で
き
る
遊
休
施
設
は
、
有
償
貸
付
や
売

却
し
、
活
用
で
き
な
い
施
設
は
、
優
先
順
位
を
つ
け
、
順
次
取
り
壊
す
。

②
固
定
資
産
台
帳
整
備
を
し
、
そ
の
中
で
未
利
用
地
カ
ル
テ
を
作
成

し
、
広
く
情
報
共
有
し
、
有
効
活
用
に
繋
げ
る
。
③
費
用
対
効
果
や

事
務
の
効
率
化
を
勘
案
し
な
が
ら
、
遊
休
施
設
の
活
用
や
集
約
化
に

よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
施
設
管
理
を
行
う
。
④
利
用
者
の
利
便
性
、

市
全
体
の
住
民
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
る
予
算
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も
考

慮
し
た
う
え
で
適
正
に
行
わ
れ
る
べ
き
。
⑤
全
て
の
施
設
が
交
付
税

参
入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
標
準
的
な
施
設
に
限
っ
て
参
入

さ
れ
て
い
る
。
施
設
の
集
約
化
や
複
合
化
に
有
利
な
地
方
債
も
あ
り
、

有
利
な
財
源
を
活
用
し
な
が
ら
施
設
の
利
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
国
民
健
康
保
険　
　

■
個
別
所
得
補
償
制
度

■
障
害
者
医
療　
　
　
　

■
生
活
保
護
費

西
川
議
員

不
嶋
市
長

不
嶋
市
長

白
田
総
務
部
長

永
崎
議
員

礒
貝
議
員

礒貝 和典 議員
（無会派）
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一
般
質
問

永崎　陽 議員
（新政会）
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【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
教
職
員
の
勤
務
時
間
と
部
活
道
指
導

■
公
立
能
登
総
合
病
院
事
業

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
期
日
前
投
票　
　
　

■
校
長
会
で
の
懇
談

■
子
ど
も
図
書
館　
　

■
小
水
力
発
電

■
七
尾
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

総
合
戦
略
の
現
在
の
達
成
状
況
は
!?

　
　
　
　

七
尾
市
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
の
総
合
戦
略

計
画
が
あ
っ
て
、
３
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
当
初
掲
げ
た
①
子

育
て
支
援
、
②
仕
事
を
つ
く
る
、
③
人
の
流
れ
を
つ
く
る
、
④
時
代

に
あ
っ
た
地
域
づ
く
り
を
す
る
、
こ
の
４
つ
の
柱
の
今
現
在
の
達
成

率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
人
口
動
態
が
変

わ
っ
て
き
た
の
か
。
そ
し
て
、
戦
略
の
見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

平
成
28
年
度
の
七
尾
市
総
合
戦
略
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
達
成
状

況
と
し
て
は
、
お
お
む
ね
市
が
定
め
た
総
合
戦
略
の
目
標
に
お
い
て
、

高
い
達
成
率
で
推
移
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。
人
口
動
態
で

は
、
国
勢
調
査
か
ら
国
が
推
計
し
た
平
成
29
年
10
月
時
点
の
人
口
は
、

５
２
，
６
３
３
人
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
実
際
は
５
３
，
８
４
１
人
と
、

１
，
２
０
８
人
の
上
乗
せ
が
あ
り
、
平
均
寿
命
の
延
び
や
出
生
率
の

伸
び
、
新
幹
線
効
果
、
創
業
支
援
、
移
住
定
住
の
施
策
な
ど
の
効
果

が
上
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
市
と
し
て
は
、

総
合
戦
略
に
掲
げ
る
施
策
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
、
順
調
に
達

成
で
き
る
よ
う
今
後
も
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
ど
う
と
か
今
は
考
え
て
い
な
い
。
現
在
策
定
中
の

第
２
次
総
合
計
画
の
な
か
に
も
し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
、
市
民
に
と
っ

て
快
適
な
生
活
空
間
を
作
り
、
一
人
一
人
が
活
躍
で
き
る
七
尾
に
な

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

■
認
知
症
患
者
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

認
知
症
患
者
主
体
の
相
談
窓
口
を
！

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
認
知
症
患
者
に
つ
い
て
議
会
質
問
し
て
き
た

が
、
認
知
症
患
者
に
と
っ
て
は
受
け
身
と
な
る
内
容
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
近
年
、
仙
台
市
の
「
お
れ
ん
じ
ド
ア
」
と
い
う
取
り
組
み
を
契
機

に
、
認
知
症
患
者
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
事
例
が
全
国
的
に
増
え

て
い
る
。
認
知
症
患
者
の
相
談
に
認
知
症
患
者
が
応
え
る
物
忘
れ
相
談

窓
口
と
い
っ
た
も
の
や
、
行
政
の
関
連
機
関
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
患
者

に
よ
る
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
七
尾
市
で
も
、
当
事

者
が
主
体
的
に
取
り
組
む
相
談
窓
口
を
設
け
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
知
症
患
者
自
身
が
悩
ん
で
い
る
患
者
の
相
談

に
応
じ
る
窓
口
は
、
孤
立
や
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
患
者
に
と
っ
て
は
、

と
て
も
貴
重
な
場
と
考
え
て
い
る
。
七
尾
市
で
は
現
在
、
地
域
や
介
護

事
業
所
で
の
認
知
症
カ
フ
ェ
の
立
ち
上
げ
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、

こ
の
認
知
症
カ
フ
ェ
を
生
か
し
て
、
認
知
症
と
診
断
さ
れ
不
安
を
抱
え

て
い
る
人
が
一
人
で
も
多
く
参
加
で
き
る
よ
う
に
促
し
て
い
き
た
い
。

初
期
段
階
の
認
知
症
の
方
に
相
談
の
受
け
手
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
働
き
か
け
、
認
知
症
患
者
が
社
会
参
画
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
り
、

誰
か
の
役
に
立
て
る
喜
び
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
サ
ポ
ー

ト
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
市
内
企
業
の
事
業
拡
大
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市内の放課後児童クラブ市内の放課後児童クラブ

■
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

ク
ラ
ブ
の
適
切
な
運
営
を
考
慮

し
た
対
応
を
！

　
　
　
　
　

市
内
の
児
童
数
が
減
少
し
て
い
る
な
か
で
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
た
と
き
、
七

尾
市
に
あ
る
19
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
全
体
の
あ
り
方
を
行
政
と
し

て
も
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は

ど
う
か
。
ま
た
、
来
年
度
、
小
学
校
の
統
廃
合
に
よ
り
小
学
校
区
が

変
わ
る
が
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

を
考
慮
し
て
存
続
さ
せ
る
の
か
。

　
　
　
　
　

来
年
４
月
に
小
学
校
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
児

童
あ
る
い
は
保
護
者
の
利
便
性
を
考
え
、
徳
田
小
学
校
区
で
は
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
新
し
い
朝
日
小
学
校
内
に
設
置
し
、
高
階
小
学
校

区
で
は
高
階
小
学
校
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
朝
日
小
学
校
内
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
を
選
ぶ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
。
有

磯
小
学
校
区
に
つ
い
て
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
大
呑
保
育
園
に

移
転
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、
当
分
の
間
は
統
合
前
の
学
校
区

内
に
も
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
て
お
く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、

現
在
、
市
が
設
置
し
て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
加
え
、
市
内
の

社
会
福
祉
法
人
が
自
主
的
に
運
営
し
て
い
る
４
つ
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
、

新
た
に
委
託
す
る
方
向
で
新
年
度
以
降
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

市内の認知症カフェ市内の認知症カフェ

　七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

総合戦略総合戦略

不
嶋
市
長

不
嶋
市
長

津
田
健
康
福
祉
部
長

桂
議
員

山
添
議
員

山崎 智之 議員
（灘会）

 

一
般
質
問

山
崎
議
員

桂　撤男 議員
（灘会）

山添 和良 議員
（未来）

七尾市議会だより 検索
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【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
御
祓
川
拡
幅　
　

■
都
市
計
画
税

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
朝
日
小
学
校
の
安
全
対
策
と
拡
充

■
歴
史
博
物
館
の
完
成

■
地
域
を
生
か
し
た
教
育
環
境
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
子
育
て
支
援

■
地
域
づ
く
り
支
援

議員の 市の

■
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
拡
充
を
！

　
　
　
　
　

①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
対
し
、
施
設
整
備
費
や
運
営

費
補
助
基
準
額
の
増
額
は
さ
れ
る
の
か
。
②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

支
援
員
に
対
す
る
処
遇
改
善
は
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。
③
障
害
児

を
受
け
入
れ
で
き
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
増
設
す
る
予
定
は
あ
る

の
か
。
④
小
学
校
の
統
廃
合
に
よ
り
一
部
の
校
区
で
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
が
２
個
所
に
な
る
が
、
認
可
と
条
例
に
つ
い
て
見
直
し
を
す
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
国
の
制
度
拡
充
を
鑑
み
な
が
ら
、
委
託
料

に
係
る
人
件
費
の
基
準
額
や
障
害
児
受
け
入
れ
に
よ
る
加
算
額
な
ど
、

要
綱
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。
②
処
遇
改
善
に
お
い
て
も
、
今
後
、

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
の
賃
金
の
現
状
を
調
査
・
把
握
し

て
対
応
す
る
。
③
平
成
26
年
12
月
以
降
、
新
た
に
３
事
業
所
が
市
内

に
開
設
さ
れ
、
４
事
業
に
増
え
、
定
員
は
８
人
か
ら
38
人
に
拡
大
し

て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
伴
い
、
利
用
者
も
増
え
て
い
る
。
施
設

整
備
の
申
請
は
石
川
県
が
行
う
た
め
、
申
請
の
際
に
は
現
状
を
踏
ま

え
た
意
見
を
石
川
県
に
述
べ
て
い
き
た
い
。
④
小
学
校
の
統
廃
合
に

よ
り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
児
童
や
保
護
者
の
利
便

性
を
考
慮
し
て
、
当
分
の
間
は
統
合
前
の
小
学
校
区
内
に
も
存
続
す

る
予
定
で
あ
る
。
ク
ラ
ブ
全
体
の
今
後
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
設
置

条
例
を
見
直
し
、
ま
た
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
す
る
４
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
も
新
た
に
委
託
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

■
観
光
振
興
に
つ
い
て

観
光
業
界
の
活
性
化
に
繋
が
る
取

り
組
み
に
！

　
　
　
　
　

七
尾
市
で
は
、
今
年
度
、
七
尾
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
を
目

指
し
て
い
る
が
、
現
状
と
今
後
の
予
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
組
織
で
運
営
を
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
が
設
立
さ
れ
れ
ば
、
既
存
の
観
光
協
会
は
ど
の
よ
う
な
役
割
が

求
め
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　

七
尾
市
と
中
能
登
町
か
ら
な
る
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
観

光
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
11
月
22
日
に
設
立
準
備
会

を
開
催
し
、
「
一
般
社
団
法
人
七
尾
中
能
登
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
と
定
め
、
役
員

や
定
款
、
事
務
所
所
在
地
な
ど
一
通
り
合
意
形
成
し
た
。
そ
し
て
、

法
務
局
へ
の
設
立
登
記
も
行
い
、
組
織
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
す
る

事
務
局
体
制
、
活
動
資
金
の
調
達
、
行
政
か
ら
の
理
事
を
送
り
込
む

た
め
の
人
事
な
ど
検
討
し
て
い
く
。
今
後
は
、
観
光
庁
に
日
本
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
登
録
申
請
を
行
い
、
名
実
と
も
に
地
域
の
観
光
資
源
を
生
か

し
、
観
光
戦
略
を
練
り
上
げ
て
実
践
す
る
組
織
に
な
る
よ
う
育
て
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
既
存
の
観
光
協
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
た
ち
の

独
自
性
を
持
ち
続
け
た
い
と
の
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や

強
み
な
ど
を
生
か
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
か
じ
取
り
を
し
て
い
く
の

が
現
実
的
と
考
え
る
。
縦
糸
は
各
観
光
協
会
、
横
糸
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
な
り
、

中
能
登
と
も
手
を
繋
い
だ
こ
と
で
織
り
な
す
能
登
上
布
の
よ
う
な
強

く
て
た
く
ま
し
い
、
そ
し
て
き
れ
い
な
組
織
と
な
る
よ
う
、
地
域
の

魅
力
を
発
信
で
き
る
よ
う
な
組
織
を
期
待
す
る
。

高橋 正浩 議員
（礎）

七尾中学校七尾中学校

事務所が入る予定の和倉温泉観光会館事務所が入る予定の和倉温泉観光会館

■
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

通
学
路
の
早
期
着
工
を
！

　
　
　
　
　

七
尾
中
学
校
の
通
学
路
に
つ
い
て
、
危
険
な
個
所
が
い

く
つ
も
あ
り
、
そ
の
一
つ
の
市
道
徳
田
18
号
線
は
い
つ
ご
ろ
完
成
す

る
の
か
。
そ
の
他
の
道
路
に
つ
い
て
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
で
き
る
個
所
か
ら
早
急
に
着
工
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
市
道

徳
田
２
号
線
沿
い
に
つ
い
て
も
、
大
き
な
事
故
が
起
き
る
前
に
工
事

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

市
道
徳
田
18
号
線
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
下
町
八

幡
町
間
の
約
２
キ
ロ
で
事
業
を
進
め
、
現
在
は
用
地
取
得
を
進
め
て

お
り
、
完
成
は
平
成
30
年
代
後
半
を
目
標
と
し
て
い
る
。
で
き
る
個

所
か
ら
の
着
工
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
と
ま
っ
た
用
地
取
得
が
で
き

て
い
な
い
た
め
、
一
部
着
工
は
で
き
な
い
状
況
。
少
し
で
も
整
備
効

果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
も
、
用
地
の
取
得
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

順
次
部
分
的
に
開
通
で
き
る
よ
う
工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
。
市
道

徳
田
２
号
線
の
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
並
行
す
る
市
道
徳
田
３
０
３

号
線
道
路
改
良
工
事
を
現
在
行
っ
て
お
り
、
一
部
用
地
取
得
が
難
航

し
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
用
地
取
得
を
進
め
、
早
期
供
用
に
努
め

た
い
。
そ
の
他
の
道
路
も
含
め
、
七
尾
市
と
し
て
は
総
合
計
画
を
も

と
に
、
各
小
中
学
校
の
通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
踏
ま
え
、
限
ら

れ
た
財
源
の
な
か
で
、
交
付
金
事
業
な
ど
を
充
て
て
順
次
事
業
を
進

め
、
安
心
安
全
な
道
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市内の放課後児童クラブ市内の放課後児童クラブ

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

徳
田
議
員

伊
藤
議
員

津
田
健
康
福
祉
部
長

高
橋
議
員

粟
津
建
設
部
長

徳田 正則 議員
（新政会）

伊藤 厚子 議員
（無会派）

不
嶋
市
長
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　七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

木下 敬夫 議員
（礎）

杉森文庫を保管してある旧有隣保育園杉森文庫を保管してある旧有隣保育園

■
直
木
賞
作
家
・
杉
森
久
英
氏
の
作
品
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て

杉
森
文
庫
に
触
れ
る
機
会
を
増
進

さ
せ
よ
！

　
　
　
　
　

七
尾
市
出
身
の
作
家
・
杉
森
久
英
氏
は
、
昭
和
37
年
に

「
天
才
と
狂
人
の
間
」
と
い
う
作
品
で
直
木
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
数
々

の
文
学
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
昭
和
後
期
か
ら
平
成
の
小
説
家
と
し

て
素
晴
ら
し
い
足
跡
を
残
さ
れ
た
。
現
在
、
旧
有
隣
保
育
園
に
杉
森

文
庫
を
保
管
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
杉
森
文
庫
の
価
値
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
図
書
館
な
ど
で
杉
森
文
庫
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
て
、
作
品
に
触
れ
る
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

杉
森
久
英
氏
に
お
い
て
は
、
「
天
才
と
狂
人
の
間
」
や

「
天
皇
の
料
理
番
」
な
ど
を
書
か
れ
、
直
木
賞
な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
、
七
尾
市
ゆ
か
り
の
作
家
と
し
て
は
第
一
人
者
だ
と
思
う
。

杉
森
氏
が
著
作
に
か
か
わ
っ
た
約
１
万
点
の
資
料
は
、
七
尾
市
に
寄

贈
さ
れ
、
そ
の
保
管
場
所
と
し
て
旧
有
隣
保
育
園
を
改
修
し
「
杉
森

久
英
記
念
文
庫
室
」
と
し
て
、
閲
覧
希
望
者
の
方
の
要
望
に
応
え
て

お
り
、
希
望
が
あ
れ
ば
そ
こ
で
閲
覧
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

現
在
、
中
央
図
書
館
に
お
い
て
、
郷
土
出
身
作
家
の
コ
ー
ナ
ー
に
杉

森
文
庫
も
一
部
展
示
し
て
あ
る
が
、
た
く
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
増

え
て
い
け
ば
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
化
も
図
っ
て
い
く
こ
と
に
も
な
る
の

で
、
市
民
の
方
に
は
、
ぜ
ひ
図
書
館
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
杉
森

文
庫
の
貸
し
出
し
を
希
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
入
札
制
度

■
七
尾
市
の
学
校
給
食

 

一
般
質
問

木
下
議
員

高
教
育
長

   平成２９年第４回臨時会

議案第75号 議案第76号

議案第77号

報告第30号

平成29年度七尾市一般会計補正予算（第6号） 七尾市保育園条例の一部を改正する条例

七尾市立学校設置条例の一部を改正する条例

平成29年度七尾市一般会計補正予算

（第5号）の専決処分の報告

◆本庁舎費　…　1,729万1千円
　※パトリア及びミナ．クルへの行政施設移転に伴う改経費

◆河川等災害復旧事業費　…　4,210万7千円
　※10月22日発生の台風21号に伴う災害復旧による増額

◆漁港等災害復旧事業費　…　5,350万円
　※10月22日発生の台風21号に伴う災害復旧による増額

◆農業施設災害復旧事業費　…　1,170万円
　10月22日発生の台風21号に伴う災害復旧による増額

◆公立保育所運営費　…　118万円
　※大呑保育園閉園（H30/3/31）に伴い、在園児が東みな
　　とこども園に入園する際に必要な経費

◆小学校再編整備事業費　…　465万9千円
　※有磯小学校・東湊小学校統合に係る経費

　※大呑保育園の閉園に伴うもの

　※有磯小学校と東湊小学校統合に伴うもの

◆衆議院解散総選挙費　…　3,850万円
　※衆議院解散に伴う総選挙の執行経費

◆山添和良

　平成29年第4回臨時会が11月9日（木）の１日間の会期で行われ、平成29年度七尾市一般会計補正予算（第6

号）を含む議案3件、同意案１件、報告１件が市長より提出され、審査の結果、議案はすべて可決・同意・承認されま

した。

同意案第24号 監査委員の選任について

七尾市議会だより 検索

パトリア 3 階で 1 月から業務を行う市役所健康福祉部

平成 30 年 3 月末で閉園の大呑保育園

平成 30 年 4 月から統合する東湊小学校
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■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

議　　　案　　　名 採決結果

議案
第78号

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第７号） 可決

議案
第79号

平成２９年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正

予算（第１号）
可決

議案
第80号

平成２９年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）
可決

議案
第81号

平成２９年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計補

正予算（第２号）
可決

議案
第82号

平成２９年度七尾市介護保険特別会計補正予算（第

２号）
可決

議案
第83号

平成２９年度七尾市下水道事業特別会計補正予算

（第１号）
可決

議案
第84号

平成２９年度七尾市水道事業会計補正予算（第１号） 可決

議案
第85号

平成２９年度七尾市病院事業会計補正予算（第２号） 可決

議案
第86号

七尾市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例について
可決

議案
第87号

七尾市特別会計条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第88号

七尾市税条例等の一部を改正する条例について 可決

議案
第89号

七尾市文化ホール条例について 可決

議案
第90号

七尾市コミュニティセンター条例の一部を改正する条

例について
可決

議案
第91号

七尾市公民館条例及び七尾市公民館利用条例を廃止

する条例について
可決

議案
第92号

七尾市立図書館条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第93号

七尾市福祉事務所設置条例の一部を改正する条例

について
可決

議案
第94号

七尾市親子ふれあいランド条例の一部を改正する条

例について
可決

議案
第95号

七尾市地域包括支援センターの職員等に関する基準

条例の一部を改正する条例について
可決

議案
第96号

七尾市企業立地の促進等による地域における産業集

積の形成及び活性化に関する法律第１０条第１項の規

定に基づく準則を定める条例の一部を改正する条例

について

可決

議案
第97号

七尾市簡易水道事業条例及び七尾市簡易水道事業分

担金徴収条例を廃止する条例について
可決

議案
第98号

七尾市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正

する条例について
可決

議案
第99号

七尾市下水道事業の設置等に関する条例について 可決

議　　　案　　　名 採決結果

議案
第100号

七尾市ゆうかり子育てセンター等の指定管理者の指

定について
可決

議案
第101号

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第８号） 可決

議案
第102号

平成２９年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正

予算（第２号）
可決

議案
第103号

平成２９年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）
可決

議案
第104号

平成２９年度七尾市介護保険特別会計補正予算

（第３号）
可決

議案
第105号

平成２９年度七尾市下水道事業特別会計補正予算

（第２号）
可決

議案
第106号

平成２９年度七尾市水道事業会計補正予算（第２号） 可決

議案
第107号

平成２９年度七尾市病院事業会計補正予算（第３号） 可決

議案
第108号

七尾市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部を改正する条例について
可決

議案
第109号

市長及び副市長給与条例等の一部を改正する条例

について
可決

議案
第110号

七尾市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例について
可決

議案
第111号

七尾市職員退職手当条例の一部を改正する条例に

ついて
可決

議案
第112号

病院事業管理者の給与等に関する条例の一部を改正

する条例について
可決

※賛成多数の議案中、反対議員は次の通り　

　→　議案第108号、第109号、第111号（礒貝和典議員）

※荒川議長は、採決には加わりません。

平成29年第4回定例会採決結果一覧表

今議会において、審議された請願は下記の通りです。

議　　　案　　　名 採決結果

請願
第3号

米の生産費を償う価格下支え制度を求める請願 不採択

請願
第4号

国民健康保険税の引き下げを求める請願 不採択

請願
第5号

子どもの医療費を18歳（高校卒業）まで窓口無料に

することを求める請願

継続
審査

※請願第3号、第4号は、礒貝議員が賛成で、他の議員は反対
※荒川議長は、採決には加わりません。

今議会において、提案された議会議案の結果は下記の通りです。

議　　　案　　　名 採決結果

議会議案
第14号

受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正

を求める意見書
可決

なお、可決された意見書は関係機関へ提出しました。
※賛成多数の議案中、反対議員は次の通り　⇒　礒貝和典議員、垣内武司議員
※荒川議長は、採決には加わりません。

今議会において、審議された同意案は下記の通りです。

議　　　案　　　名 採決結果

同意案
第25号

教育委員会委員の任命

■大森　重宜
可決

同意案
第26号

教育委員会委員の任命

■播摩　正義　氏
可決

同意案
第27号

固定資産評価審査委員会委員の選任について

■畠山　麻衣　氏
可決

同意案

第28号

人権擁護委員の推薦について

■谷口　　忠　氏　■西川　昭彦　氏

■大橋　松藏　氏　■福田麻由美　氏

可決

※荒川議長は、採決には加わりません。
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議会運営委員会

教育民生常任委員会

予算常任委員会

観光振興対策特別委員会

総務企画常任委員会

産業建設常任委員会

議会改革特別委員会

議会だより編集委員会

永崎　　陽

垣内　武司

森　　憲一

木下　敬夫

中西　庸介

今田　勇雄

伊藤　厚子

西川　英伸

山崎　智之

山添　和良

荒川　一義

桂　　撤男

高橋　正浩

森　　憲一

礒貝　和典

杉木　　勉

中西　庸介

杉本　忠一

※高橋正浩議員は平成30年1月18日で議員辞職したため委員長が変更にな
ります。新しい委員長については、次回の議会だよりでお知らせします。

※高橋正浩議員は平成30年1月18日で議員辞職したため委員が変更になり
ます。新しい委員については、次回の議会だよりでお知らせします。

（平成29年11月9日時点）

木下　敬夫

徳田　正則

佐藤　喜典

垣内　武司

永崎　　陽

今田　勇雄

委員長

委員長

委員長

委員長

委員長

委員長

副委員長

副委員長

副委員長

副委員長

委　員

委　員

委　員

委　員

委員長

委員長

委員

委員

委員

委員

副委員長

副委員長

副委員長

副委員長

永崎　　陽

垣内　武司

議長を除く全議員

中西　庸介

礒貝　和典

森　　憲一　　徳田　正則

高橋　正浩

山添　和良

西川　英伸

山崎　智之　　佐藤　喜典

木下　敬夫

徳田　正則

西川　英伸

森　　憲一　　山崎　智之

佐藤　喜典

石川北部アール・ディ・エフ広域処理組合議会

石川県後期高齢者医療広域連合議会 のと鉄道運営助成基金事務組合議会

木下　敬夫　　伊藤　厚子　　今田　勇雄

荒川　一義荒川　一義

七尾市議会の委員会構成等が決まりました！
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議　会　の　動　き

11月 1日 会派代表者会議

7日 全員協議会

9日 平成29年第4回臨時会

17日 能登五市議会議長会議員研修会（羽咋市）

22日 石川県市議会議長会知事要望（金沢市）

27日 予算常任委員会協議会

11月 28日 能越自動車道要望活動（金沢・東京　～29日）

12月 1日
のと鉄道運営助成基金事務組合議会協議会・
定例会

4日 平成29年第4回定例会（～19日）

25日 能登五市議会議長会

1月 19日 能登五市議会議長会定期総会（珠洲市）

22日 議会運営委員会
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七尾市議会事務局
TEL.0767-53-8433

http://www.city.nanao.lg.jp

●  ●  ●  お 知 ら せ ●  ●  ● 

　議会だよりへの、市民の皆さんの率直なご意見・ご感想をお寄せください。なお、議会

の会議録については、七尾市役所情報公開コーナー、中央図書館、本府中図書館、田鶴浜

図書館、中島図書館、能登島地区コミュニティセンターに備えてあるほか、市のホームペ

ージでも閲覧できるようになっていますので、ご覧ください。

議長に荒川一義議員が就任！ 副議長に佐藤喜典議員が就任！

皆さんも

市議会を傍聴

しませんか

荒川 一義　議員
　　　　　　　　（63歳）

期別＝５期（通算６期）

佐藤 喜典　議員
　　　　　　　　（66歳）

期別＝４期

　平成29年11月9日（木）

の臨時会において、荒川

一義 議員が第９代の議長

に就任いたしました。

　平成29年11月9日（木）

の臨時会において、佐藤

喜典 議員が第13代の副議

長に就任いたしました。

　傍聴を希望される場合は、当日、議場入口の受付で、傍聴申込書に住所、氏名を記入

してから入場してください。また、団体で傍聴される場合は、団体の名称、人員、代表者ま

たは責任者の住所、氏名を記入してください。

・議場における言論に対し、拍手その他の方法により

公然と可否を表明しないでください。

・談論、放歌、高笑、その他騒ぎ立てないでください。

・はち巻、腕章などの示威的行為はしないでください。

・帽子やコートの類は、議場では脱いでください。

・飲食や喫煙はしないでください。

・みだりに席を離れ、または不体裁な行為をしないで

ください。

・携帯電話の使用は禁止し、電源を切るか、マナーモ

ードにしてください。

・その他議場の秩序を乱し、または議場の妨害となる

ような行為をしないでください。

傍聴席では、次の事項を守り静かに傍聴してください。


